
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ョ
ン
は
人
口
百
二
○
万
を
有
す
る
、
パ
リ
に
次

ぐ
第
二
の
都
市
で
あ
る
。
古
く
は
ゴ
ー
ル
時
代
の
首
府
で
あ
り
、

絹
産
業
で
わ
が
国
と
も
少
な
か
ら
ず
交
流
を
も
っ
た
都
市
で
あ

る
。
現
在
は
化
学
・
機
械
産
業
が
周
辺
に
集
中
し
、
Ｅ
Ｕ
内
の
流

通
の
中
心
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

医
学
の
分
野
で
も
中
世
以
来
の
伝
統
を
も
ち
、
世
界
的
に
貢
献

し
た
多
く
の
医
学
者
を
輩
出
し
て
い
る
。
現
在
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
国
際
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
て
い
る
の
も
こ
こ
で
あ
る
。
因
み
に

人
口
に
膳
炎
し
て
い
る
、
リ
ョ
ン
に
関
係
あ
る
医
学
者
は
次
の
よ

う
な
人
達
で
あ
る
。

司
愚
烏
○
尉
詞
少
国
向
ド
ジ
扇
（
匡
程
‐
〕
》
巨
閏
厨
司
国
月
○
扇

閤
四
昌
閏
団
胃
○
困
少
弓
（
弓
ご
‐
畠
ｓ
）
〕
○
コ
鼬
ユ
①
の
⑦
四
コ
風
里

も
詞
鈩
く
少
圃
（
局
巴
‐
屍
留
）
》
Ｆ
９
℃
○
匡
○
門
口
両
刃
（
届
ご
Ｉ
ら
ｇ
）
》
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リ
ョ
ン
に
お
け
る
医
学
小
史
（
こ

’
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
博
物
館
Ｉ

小
林
晶

、

○
匿
匡
。
①
国
両
詞
ｚ
シ
詞
ロ
（
届
届
‐
屍
蜀
）
》
シ
具
○
口
旨
も
Ｏ
ｚ
ｏ
画
弓

（
扇
亀
ｌ
己
屋
）
］
旧
習
弓
国
の
弓
ご
弓
（
屍
ら
ｌ
己
呂
）
》
シ
雨
圏
の

。
シ
罰
詞
両
伊
（
畠
囹
‐
己
筐
）
》
］
巳
舟
甸
罰
○
巨
国
ｚ
弓
（
房
認
‐
こ
ぢ
）
》

詞
①
ｐ
ｍ
Ｆ
両
罰
目
○
国
向
（
屍
ご
ｌ
己
引
）
》
帝
、
ロ
旧
因
む
胃
Ｚ
向
（
畠
認
‐

骨
④
つ
『
）

な
ど
で
あ
る
。

私
は
一
九
六
一
年
以
来
度
々
こ
の
地
に
留
学
し
た
縁
で
、
総
論

的
な
紹
介
を
含
め
、
逐
次
今
後
本
会
員
に
紹
介
し
た
い
と
考
え
る
。

今
回
は
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
博
物
館
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

こ
の
博
物
館
は
リ
ョ
ン
の
東
北
約
五
○
キ
ロ
の
、
サ
ン
・
ジ
ュ

リ
ア
ン
・
ア
ン
・
ボ
ー
ジ
ョ
レ
に
あ
る
。
周
辺
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

の
最
南
端
に
あ
た
り
、
一
面
の
ブ
ド
ウ
畑
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
建

物
は
も
と
地
主
の
も
の
で
三
階
よ
り
な
り
、
裏
に
ク
ロ
ー
ド
の
生

家
が
連
な
っ
て
い
る
。
彼
は
一
八
一
三
年
七
月
十
二
日
こ
こ
に
生

ま
れ
た
。
隣
町
の
ヴ
ィ
ル
フ
ラ
ン
シ
ュ
・
シ
ュ
ー
ル
・
ソ
ー
ヌ
の

コ
レ
ー
ジ
ュ
を
卒
業
し
た
後
、
リ
ョ
ン
の
薬
局
で
徒
弟
と
な
っ
た
。

文
才
を
自
負
し
て
い
た
彼
は
「
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
の
ア
ル
チ
ュ
ー

ル
」
と
い
う
悲
劇
作
品
を
書
い
て
パ
リ
に
赴
い
た
が
、
ジ
ラ
ル
ダ

ン
に
酷
評
さ
れ
、
す
で
に
心
に
あ
っ
た
医
学
へ
の
道
を
歩
む
こ
と

(148) )80



に
な
っ
た
。
パ
リ
で
医
学
を
終
え
、
四
三
年
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・

フ
ラ
ン
ス
の
マ
ジ
ャ
ン
デ
ィ
の
門
を
叩
い
た
。

四
五
年
に
は
す
で
に
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
実
験
生
理
学
領
域

で
獲
得
し
て
い
る
。
四
七
年
に
は
若
年
な
が
ら
マ
ジ
ャ
ン
デ
ィ
の

後
任
と
し
て
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
教
授
に
就
任
す

る
・
こ
の
年
に
は
生
物
学
会
の
初
代
会
長
に
も
指
名
さ
れ
て
い
る
。

五
四
年
に
は
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
と
な
り
、
ソ
ル
ポ
ン
ヌ
大

学
生
理
学
講
座
の
担
当
も
し
て
い
る
。
六
五
年
有
名
な
「
実
験
医

学
研
究
序
説
（
冒
舛
○
号
目
○
口
昌
固
目
の
号
匿
冒
ａ
８
扁
両
曽
叫
‐

目
①
口
邑
①
こ
を
出
版
し
て
い
る
。
以
後
、
六
八
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
・

ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
、
六
九
年
に
は
上
院
議
員
に
な
り
、
七
八
年

二
月
十
日
逝
去
し
た
。
科
学
者
と
し
て
は
最
初
の
国
葬
が
営
ま
れ
、

ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。

生
前
の
業
績
は
枚
挙
に
い
と
ま
は
な
い
が
、
主
な
も
の
を
挙
げ

れ
ば
、
膵
臓
、
肝
臓
、
交
感
神
経
、
脳
神
経
、
鼓
索
な
ど
の
機
能
、

ク
ラ
ー
レ
・
一
酸
化
炭
素
の
作
用
の
解
明
、
お
よ
び
内
部
環
境
の

提
唱
な
ど
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

博
物
館
の
第
一
室
は
サ
ン
・
ジ
ュ
リ
ァ
ン
時
代
の
実
験
器
具
、

「
実
験
医
学
研
究
序
説
」
の
原
稿
、
六
一
年
ギ
ュ
メ
が
描
い
た
ポ

－
ト
レ
ー
ト
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
制
服
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
第
二
室
は
弟
子
た
ち
と
の
共
同
実
験
用
具
が
並
べ
ら
れ
、
第

三
室
に
は
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
第
二
帝
制
下
お
よ
び
第
三
共

和
制
時
代
の
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
第
四
室
は
小
作
人
と
し

て
父
親
が
、
さ
ら
に
彼
が
後
年
所
有
し
た
ブ
ド
ー
畑
の
栽
培
に
使

用
さ
れ
た
器
具
が
あ
る
。
こ
こ
の
一
隅
に
は
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
と

上
院
議
員
用
の
制
服
も
飾
ら
れ
て
い
る
。

二
階
へ
の
階
段
の
壁
に
は
レ
ル
ミ
ッ
ト
が
描
い
た
「
ク
ロ
ー

ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
の
授
業
」
と
題
す
る
百
号
に
近
い
絵
の
複
製
が

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

第
五
室
は
彼
自
身
の
実
験
用
器
具
が
あ
り
、
動
物
用
の
人
工
呼

吸
器
や
動
物
固
定
台
な
ど
も
あ
る
。
そ
の
他
多
く
の
論
文
、
論
説

な
ど
も
陳
列
さ
れ
て
い
る
。

色
を
添
え
る
の
は
六
九
年
夫
人
と
離
婚
後
、
ロ
シ
ア
貴
族
の
ラ

フ
ア
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
夫
人
と
の
交
遊
に
お
け
る
多
数
の
手
紙
で
あ

る
。

（
福
岡
整
形
外
科
病
院
）
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